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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、心血管疾患症例(N=10,114)における悪性新生物の既往と予後に関する検討を行っ

た。症例は平均 68±12 歳、男性は 70%、悪性腫瘍の既往は 12%であった。悪性腫瘍の既往があ

る症例は、既往のない症例と比較し高齢で男性が多く、特に心不全症例では BMI が低く、収縮

期血圧が低く、心拍数が早かった。約 3 年間の追跡では悪性腫瘍の既往のある症例は、心血管

疾患のステージ(B または C/D)に関係なく予後不良であった。 

 

研究成果の概要（英文）： 
In the present study, we sought to evaluate the prognostic impact of the history of 
malignant tumors (MT) in the patients with cardiovascular disease (CVD).  Mean age was 
68±12 years and 70% were male.  The prevalence of the patients who had a history of MT 
was 12%.  The patients with MT were characterized by older and male gender.  The patients 
with MT and with heart failure had lower BMI, systolic blood pressure, and higher heart 
rate.  During the mean follow-up period of 3 years, the patients with MT had poorer 
prognosis than those who without MT regardless of the stages of CVD. 
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１．研究開始当初の背景 
我が国では、ライフスタイルの欧米化と高齢
化により心血管疾患による死亡の頻度が増
加している。近年増加している高齢の心血管
疾患・心不全患者の特徴は、予後増悪因子の
重積や多臓器疾患の合併である。なかでも悪

性新生物の合併は全身状態の悪化に大きく
寄与すると考えられる。しかしながら、悪性
新生物を合併した心不全患者の知見はわが
国においては皆無である。 
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当科で進行中の国内最大規模の慢性心不全
コホート(CHART-2 研究、N=10,219)の症例を
対象にして、心血管疾患や心不全患者におけ
る悪性新生物の疫学的知見を性差や栄養な
どの観点を重要視しながら明らかにする。近
い将来爆発的に増加する高齢者心不全の診
療戦略の提言を行う。 
 
３．研究の方法 
十分なデータ収集が出来た心血管疾患症例
(N=10,114)のうち、悪性新生物の既往と予後
に関する検討を行った。心血管疾患のステー
ジ(B または C/D)と、悪性腫瘍の既往の有無
で以下の 4群に分けた。Group(G)1(ステージ
B、悪性腫瘍の既往なし、N=4,785)、G2(ステ
ージ B、悪性腫瘍の既往あり、N=630)、G3(ス
テージ C/D,悪性腫瘍の既往なし、N=4,165) 、
G4(ステージ C/D、悪性腫瘍の既往あり、
N=534)。 
 
４．研究成果 
症例は平均68±12歳, 男性は70%, 悪性腫瘍

の既往は 12%で認め, 胃癌, 大腸癌が多かっ
た(図１).  

図１本研究における悪性腫瘍の内訳 
 

悪性腫瘍の既往がある G2 と G4 は、既往のな
い G1・G3 と比較し高齢で男性が多く, G4 は
最も BMI が低く（22.5±4.4kg/m2）、収縮期血

圧が低く(124.5±9.7)、心拍数が早かった
(73.1±14.3)。 

表１症例の特徴 
 
平均 3年の追跡期間で G4 が最も全死亡が多
かったが(26.2%), G2 と G3 の間に差はなかっ
た(15.2 vs. 14.3, P=N.S.)(図２)。 
 

 
 
図 2 全死亡に対する生存曲線 

 
死因について、悪性腫瘍の既往のある症例は
非心血管死が多く、なかでも癌死している症
例が多かった。 
本研究では心不全症例で悪性腫瘍の既往が
ある事は相加的に予後への影響を大きくす
ることを示した。また、心不全発症前のステ
ージ Bであっても悪性腫瘍の既往のある症例
は、心不全を発症したステージ C/D の症例の
予後と相違なく厳重な経過観察が必要であ
る。また、G2 のような症例に対して薬物療法
を強化することが予後改善につながるか今
後の検討課題である。 
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